
No.956 昭和57年9月15日議議議怒滋議慾診~~滋水と緑と花のまち議総議議

市政だより の動き

8月1日現在前月比

人口計 6 7，0 5 3 -1 3 
男 32，3 4 0 十 2
女 34，7 1 3 -1 5 

世帯数 1 9，5 0 3 -3 3 

ロ人
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今
自
宅
-聞闘・

ー
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
荘
」
l

¥¥あイチ、二イ¥サン・…・・」元気な声ガ響きます

リズムに合わせて体も軽く みんなで老人健康体操の始まりです

「おばあちゃん、元気ですね-.J"j¥イ、もうここにくれば年ば感じませんu

「さくら荘には毎日来るんですか」、凸ほとんど毎日来ます。みんなと会うとが楽しみです疋い日

「長生きの秘訣は何でしょうねJ U伺ンこともくよくよせんで、体ば運かすことでしょうナ、

おじいちゃん、 おばあちゃんの顔は明るく輝いていましだ
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最
近
は
老
人
の
死
亡
事
故
や
、
二
輪
車
の
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

子
供
達
は
わ
夏
休
み
中
の
解
放
感
か
ら
抜
け
き
え
す
、
交
通
安

全
に
対
す
る
考
え
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
も
夏
の
疲
れ
が
残
り
、
気
の
ゆ
る
み
か

ら
注
意
力
も
散
慢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
供
や
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
飲
酒

・
過
労

暴
走
運
転
な
ど
を
な
く
し
、
明
る
い
毎
日
を
過
し
た
い
も
の
で
す
。

O
道
路
の
右
は
し
を
歩
き
、
必
ず

歩
道
、
路
側
帯
を
通
る
。

O
近
く
の
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を

利
用
す
る
。

O
道
路
へ
の
飛
び
出
し
、
車
の
直

前
、
直
後
の
横
断
を
し
な
い
。

O
斜
め
横
断
を
し
な
い
。

O
老
人
に
対
し
て
は
、
夜
間
の
外

出
は
持
に
危

険
で
す
の
で
、

な
る
べ
く
避

け
る
よ
う
家

族
の
注
意
が

必
要
で
す
。

も
し
外
出
す

る
場
合
は
、

家
族
と
の
同

伴
か
運
転
者

の
目
に
つ
き

ゃ
す
い
白
っ

ぽ
い
、
明
る

い
服
装
に
す

(2) 

子供と老人奮愛温事.ぉS守§ラ

叡@盆障担告白主君
9 月 21 日 ~30 日

歩

りおおむ市政だより昭和57年 9月15日
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千ラ

者

は

※ 

子
犬
の
里
親
さ
が
し

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
利
用
者
は

O
自
転
車
の
点
検
整
備
を
確
実
に

O
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
飲
ん
だ
と
き

や
非
常
に
疲
れ
て
い
る
と
き
に

は
自
転
車
に
乗
ら
な
い
。

0
2
人
乗
り
、

3
人
乗
り
は
し
な

、.
4

ハ》

'
hv 

O
傘
を
さ
し
た
り
、
手
や
ハ
ン
ド

9 
月
23 
日

(秋
分
の
日
)

ル
に
物
を
さ
げ
た
り
、
犬
を
引

い
た
り
し
な
が
ら
自
転
車
に
の

、
勺
介
。
ぃ
。

O
交
差
点
や
踏
切
の
手
前
な
ど
で

停
止
し
て
い
る
車
や
、
ゆ
っ
く

り
進
ん
で
い
る
車
の
前
に
割
り

込
ん
だ
り
、
車
の
聞
を
ぬ
っ
て

前
へ
出
た
り
し
な
い
。

O
交
差
点
や
曲
り
角
で
は
、

停
止
や
徐
行
を
守
る
。

二
輪
車
は
安
全
に

O
点
検
整
備
を
励
行
す
る
。

O
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
安
全

速
度
で
走
行
す
る
。

O
昼
間
点
灯
を
励
行
す
る
。

安
全
運
転
の
確
保

無
謀
運
転
の
防
止

O
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
、
乗
る
人
に
は
飲

ま
せ
な
い
を
家
庭
か
ら
実
行
す

スv
。

O
暴
走
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
見
に
行
か
せ
な
い
の
気
運

を、

地
域

・
職
場

・
学
校
・
家

庭
で
盛
り
上
げ
る
。

O
暴
走
族
を
見
た
ら
、
聞
い
た
ら

山
番

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着
装
し
、
安

全
運
転
を
心
が
け
る
。

市
役
所
横
埋
立
地

バ
イ
ク
の

「
自
賠
責
保
険
」

期
限
切
れ
に
ご
注
意

時

バ
イ
ク
は
車
検
制
度
が
な
い
た

め
、
つ
い
継
続
契
約
を
忘
れ
が
ち

で
す
。小

さ
な
バ
イ
ク
で
も
油
断
は
禁

物
。
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故

も
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

無
保
険
で
走
る
と
罰
金
な
ど
が
果

せ
ら
れ
さ
ら
に
、
免
停
処
分
と
な

り
ま
す
。
あ
な
た
の
バ
イ
ク
の
保

険
契
約
期
間
を
確
め
て
下
さ
い
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た

ら
最
寄
り
の
損
害
保
険
取
扱
い
機

関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

ご
一協
力
ぐ
だ
さ
い

日 1日総合相談所 : 
め を開設します。 "-10月20日~
迂

{列 人権 ・行政・年金・法律 ・交通事故などあらゆる
相 相談に応じます。 ::

談 お気軽にご相談下さい。
日 ※詳しくは10月 1日号でお知らせします。

就
業
構
造
基
本
調
査

M
月

I
H

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
就
業

・

不
就
業
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
て
、

雇
用
対
策
な
ど
、
行
政
の
基
礎
資

料
と
な
る
統
計
を
作
る
た
め
に
全

国
的
規
模
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

大
村
市
で
は
、
約
二
百
六
十
世

帯
が
統
計
的
な
手
法
に
よ
っ
て
選

ば
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な

っ

た
ご
家
庭
に
は
9
月
下
旬
に
調
査

ロ貝
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
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※
飼
う
な
ら
最
後
ま
で
:
:
:

騒
音
伊

人
の
繕
惑
か
え

υみ
ず

3
隣
近
所
へ
の
思
い
や
り
を

1

最
近
、
身
近
か
な
生
活
騒
音
が

工
場
や
自
動
車
の
騒
音
に
加
え
て

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
1
日
、
県
公
害
防
止
条
例

が
改
正
さ
れ
、
飲
食
店
な
ど
で
の

カ
ラ
オ
ケ
等
の
騒
音
も
規
制
さ
れ

りおおむ市政だより(3) 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
音
量
規
制
に
加
え

て
住
居
地
域
で
の
音
響
機
器
の
使

用
は
、
午
後
日
時
か
ら
翌
日
の
午

前
6
時
ま
で
の
間
規
制
さ
れ
ま
す
。

隣
近
所
の
人
々
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起

こ
さ
な
い
た
め

に
、
夜
間
は
テ

レ
ビ
や
ス
テ
レ

オ
の
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
絞
る
な
ど
、

騒
音
防
止
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

(生
活
環
境
謀
)

お忘れなく

卸昌E!J@[I!J]CfJ0
農
家
で
所
持
し
て
い
る

計
量
器
(
生
産
組
合
に
出

荷
す
る
も
の
の
み
対
象
)
、

商
庖
、

学
校
、
病
院
、
官

公
署
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
計
量
器
(
商
取
引
、
証

明
な
ど
に
使
用
す
る
も
の
)

は
も
れ
な
く
検
査
を
受
け

て
下
さ
い
。

※
当
日
は
印
鑑
、
手
数
料

が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

商
工
観
光
課

陸自室制度zfi災 玉
額 金 料 期 額 金企独 γとb 不!J1 

o AL  警自主用
弘 3昔 需省ノで

努 年高 度泊三

資

間取 。 。利 ※ 。 金
事合号室窓和j捜甲自費 士言 z罪者 存Ez画室者存 ・
問先ど議自高金 号運金会霊 長高年自議土 面料年自 矛リ
商与 関 給年 ~ 転 年 者 利機 3.0 百地 人 0 6..8 7 
工合 3 を3.0貸 32.0用 と 関 % 3 n・)・ % 5'--' 
在lG融 古年行%割l年% なに 年円家 用98 ~ r ..... 

五簡 222罰zi J型 芸% ネ甫
金 る 用 備 い 補 の Y..̂ 

商融 よ 者 5 ま給 被 ;p口
工機う年 すす 害

i 

J 主E;!f更24f;ヌ 72史与 受f吏f士長 署長 i干重
五 章 、れ及の、札たし々喧円百ぃ芸た墨た 万 日 ら 木 23 六金

設舎自警2差是 Tすセ長z:222JZJ李完2重2夏譲
つのい 目 金i]i ~..んわ分 慢な七 き 心 り 心 の二支し 携集
い 被 た 券 に及けのよす災り万まと 7 とう百 総 た災 中

てて災し 金 つびま 善 せる 者、 二 しなちなち十額義者 豪 一
配は 者 ま 会 い 県土意い こへ六千たつ 町 つ 町円千援に 雨
分 、 にしへて内 に た と 、十 四 て総て総に六金 対に
す配対た 、は誕 心だに八五百護募代 募代な 百 日 し ょ S

F 
く

動
物
愛
護
週
間

環
境
美
化
功
労
者

を
表
彰

団
体

片
町
第

一
老
人
ク
ラ
ブ
紅
葉
会

松
原
老
人
ク
ラ
ブ
東
部
福
寿
会

五
百
万
円

月 日 士喜} 所 時 間

10/4 (月)
二浦 出張所 10: 00-11: 30 

鈴田 出張所 13 : 00-15 : 00 

10/ 5 (j() 
萱瀬 出張所 10: 00-11: 30 

福重 出張所 13 : 00-15 : 00 

10/6ω。竹松出張所 10:00-15:00 

10/7 (木) 松原出張所 10: 00-15: 00 

10/8 (釦 中地区公民館 10: 00-15: 00 

10/12伏) イシ 10 : 00-15 : 00 i 

I 10/13休) 市民会 館 10: 00-15 : 00 

10/14 (木) 市 役 所 10: 00-15 : 00 

110/22也 イン 10:00-15:00 

計量器定期検査日程

9
月
初
日

i
m
日

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

大
村
レ
オ
ク
ラ
ブ

松
原
地
区
婦
人
会

個
人

磯
田
光
蔵
(
二
の
郷
)

谷
口
フ
ミ
(
諏
訪
一

丁
目
)

(生
活
環
境
課
)

7
-
n
大
水
害
に

対
す
る
善
意
に

感
謝
し
ま
す

12: 00-13: 00は休みます。

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

↑

市
内
の
驚
火
者
へ
(
敬
称
略
)
一

マ
古
町
五
区
町
内
会

(古
町
二

一

丁
目
)
五
万
円
マ
角
館
中
学

十

校
生
徒

・
職
員
一

同

(
秋
田
県
)
一

一一
万
円
マ
美
々
淳
中
学
校
男
↑

子
ソ
フ
ト
部
一
同
(
宮
崎
県
)

+

一
万
円
マ
伊
丹
市
長
(
兵
庫

一

県
)
二
十
万
円
マ
伊
丹
姉
妹

一

都
市
親
善
協
会

(
兵
庫
県
)
二

一

十
万
円

マ
伊
丹
青
年
会
議
所

一

(兵
庫
県
)
十
万
円
マ
大
田

十

区
議
会
厚
生
児
童
委
員
会
(
東

一

京
都
)
五
万
円
マ
大
村
市
町

一

総
代
会
連
合
会

六
十
五
万
円
一
↓

県

内

の

穣

火

者

へ

一

義

援

金

(

敬

称

略

)

↑

マ
附
寿
会
館
(
西
本
町
)
二
百

一

万
円
マ
尾
道
瑠
塙
ラ
イ
オ
ン

一

ズ
ク
ラ
ブ
(
広
島
県
)
十
万
円

十

マ
伊
丹
猪
名
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

一

ラ
ブ
(
兵
庫
県
)
五
十
万
円

↑

マ
ス
ク
ラ
ム
子
供
会

(本
町
)

-

一
万
七
千
八
百
七
十
六
円

マ

日

浄
土
宗
吉
水
溝
長
崎
教
区
本
部

一

五
万
円

マ
浄
土
宗
長
崎
教
区

↓

二
十
五
万
円
マ
植
松
老
人
ク

一

ラ
ブ
百
ム
尽
去

(植
松
三
丁
目
)

+

一
万
円

マ
常
盤
保
育
園
(
赤

一

佐
古
町
)
四
万
三
千
六
十
四
円
川
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「夏越しまつり J- ~ 

v 

‘一一一一一 今年もにぎやかに
(8128.29駅前通り)

今年から「子ども太鼓」も登場。片町

の「龍踊り」も特別出演しおおむら音

頭総踊りなど多くの人出でにぎわいま

しだ。

備風
岡凶

4天正遣欧少年使節400年記念切手発行

9月20日、 全国で発売されます。

サイヌは縦2.25cm、横3.6cm。
なお¥記念スタンプを9月20白から26日まで

大村郵便聞で取扱います。

命
作
ヲ

※ 

下
水
道

築
い
て
守
ろ
う おめでとう"全国第4位

(8126市役所)

は畠中剣道部ガ「第12回全国中学校選抜

剣道大会」で4{立に入費。報告のだめ市長

室を訪れまし芝。

v
 

郷
土
の
自
然



※ 

胃
ガ
ン
検
診
の
結
果

(
%
i
v
M
実
施
)

9
月
初
日
ま
で
に
通
知
が
な
か
っ
た
人
は
異
常
な
し
で
し
た

昭和57年 9月15日
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該
当
者
O
生
後
6

U
一
子

ヵ

月

ム

カ

月

マ
u
t

ま
で
の
初
回
役

呪

惜

与
を
受
け
て
な

l
i
l
-
-

〆

f
v
-、，

い
乳
幼
児
。

炎
1
ノ

二
回
目
役
与
が

唱
団
四
ノ
，

す
ん
で
な
い
幼

妊

娠

中

の

人

、

お

産

直

後

の

人

、

院

ワ

一

児

。

及
び
赤
ち
ゃ
ん
に
、
母
と
子
の
栄
月
か
ら
出
産
し
た
月
の
末
日
ま

川一一

H
コ

料

金

無

料

養

強

化

の

為

、

牛

乳

を

支

給

し

て

で

。

4

-

R

受

け

ら

れ

な

い

乳

い
ま
す
。

O
産
婦
は
、
出
産
し
た
月
の
翌
月

幼

児

発

熱

も
し
く
は
下
痢
を
伴

牛
乳
は
、
家
庭
配
達
を
し
て
い
か
ら

3
カ
月
間
。

う
急
性
疾
患
者
、
重
症
結
核
、

る
近
く
の
牛
乳
販
売
庖
で
受
給
で

O
発
育
が
余
り
良
く
な

い
乳
児
は
、
心
臓
血
管
系
疾
患
者
、
病
後
衰

き

ま

す

。

生

後

4
カ
月
か
ら

9
カ
月
間
。
弱
、
栄
養
障
害
者
、
麻
し
ん
等

支
給
対
象
者
前
年
分
の
所
得
税

支
給
本
数
一
日
に
一
本
(
川
氏
)
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
カ
月
を

非
課
税
世
帯
の
妊
産
婦
及
び
乳

持

参

す

る

も

の

母

子
手

帳

、

印

経

過

し
て
な
い
者
。

児

(

生

活

保

護

世

帯

を

含

む

)

鑑

※

当

日

は

母

子

健

康

手

帳

を

忘

れ

支
給
期
間
O
妊
婦
は
妊
娠
5
カ

申
込
・
問
合
せ
先

生

活

環

境

課

な

い
よ
う
に
持
参
下
さ

い
。

コ
ー
ナ
ー

妊
産
婦
・
乳
児
に

牛
乳
を
支
給

ー
無
料

i

り

~ 無 料 ~

なまえはねえ...

昭和54年 3月生まれの幼児が

対象ですが、昭和53年 9月~

54年 2月生まれで、まだ健康

診査を受けていない幼児 も受

診:して下さい O

9月24日I(金

午前 9 時30分'~1O時

午後 l 時~l 時30分

Oコミュニティセンター

o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して

あります O

¥3歳 児

i 健康診査

お おむ市政だより

ボク3歳ですグ

者象

(5) 

対

診査日

受付時間

場所

持参するもの

い 体
j且
を
必
ず

ペコ

て
来
て
下
さ

な
る
べ
く
四
カ
月
ま
で
の
聞
に

受
け
終
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

生ワク投与会場

月 日 土去さ 戸斤
寸

10/5 (火)
市 f交 戸斤

菅 j頼出張:戸斤

諏 訪 公 民 館

10/6 (オサ =-?甫出 5長戸斤

鈴田出張所

10/7 (木)
竹 松 出 張 所

福重出張所

10/8 (鉛
中地区公民館
松 原 出 張 所

赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳

食
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
か
。
育
児
で

困

っ
て
い
る
事
な
ど

相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
生
後
5
カ
月
ま

で
に
二
度
は
お
で
か

け
下
さ
い
。

時間:14: 0ト 15:00 

10月の健康相談日程
場所:市役所健康相談室

日 9 : 00~ 1l : 00 13:00~16:00 

4 (円) 古島 日Ij 本目 日炎 一 般健康相談

6 (水) 乳幼児発達相談 妊婦教室(第 1回)

13 (水)
F一一一一一一一 妊婦教室(第 2回)

20 はす 乳幼児発達相談 妊婦教室(第 3回)

27 (*l |一一一一一一一 妊婦教室(第 4回)

10月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 時 問 士13 所 主主 象

9 : 30~10 : 0。大村保健所 生後4カ月までの乳児
5 (火)

13 : 30~15 : 00 松原出張所 乳幼児

9 : 30~ 11 : 00 生後 6カ月までの乳児
11伺) 竹松出張所

13 : 00~15 : 00 生後 7カ月以上の乳幼児

12(火j 9 : 30~ 10 : 00 大村保健所 生後 5~7 カ月までの乳児

18(月) 9 : 30~ 11 : 00 萱瀬出張所 乳幼児

19(火) 9 : 30~ 10: 00 大村保健所 生後 8カ月以上の乳児

日 診療科目 病 医院 名 所 在 地 電話番号

17 
内科 毛利医院 ーの郷 5 -8517 

外.~工門科 山道医院 桜馬場 2丁目 3 -2305 

24 
内科 朝長医院 枕出津2丁目 4 -5000 

外 ・ 内 科 田崎医院 古町 1丁目 3 -1234 

31 
内・皮膚科 寺井医院 玖島町 2 -3574 

外・内科 佐藤外科 杭出津2丁目 2 -3070 

10月の日曜・祭日当番医のおしらせ

診
療
時
間

午
前
9
時

1
午
後
6
時

日診療科目病医院名 所 在 f也，電話番号

内 科 早田内科 竹松本町 5 -3530 
3 

整形外科 松永整形外科 西大村本町 3 -5864 

外・内科 渡辺医 院 ーの郷 5 -8546 
10 

胃腸・内科 i幸田胃腸科内科 小路口本田I 5 -1507 

11 
内 科 今回内科 桜馬場 2丁目 4 -5588 

整形外科 貞松整形 外科 東本町 4 -1161 



(6) りおおむ市政だより昭和57年 9月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:111111111 

福
祉
の
ひ
る
服

所
在
地

徳

泉
川
内
町
間

番
地

{
吾
貝

叩
人

対
象
者
0
臼

才
以
上
の

人
(
印
才
1

臼
才
で
入

所
基
準
に

該
当
す
る

人
を
含
む
)

O
居
宅
に
お

い
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

川
身
体
上
又
は
、
精
神
上
の
著

し
い
障
害
の
た
め
、
常
時
臥

床
し
て
お
り
、
か
っ
、
そ
の

状
態
が
継
続
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人
。

ロ
身
体
上
又
は
、
精
神
上
の
著

し
い
障
害
の
た
め
、
常
時
臥

床
し
て
は
い
な
い
が
、
食
事
、

排
便
、
寝
起
き
な
ど
日
常
生

活
の
用
の

大
半
を
他

の
介
助
に

よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
状
態

に
あ
り
、

か
っ
、
そ

の
状
態
が

継
続
す
る

と
認
め
ら

れ
る
人
。

※
次
の

い
ず

れ
か
に
該

当
す
る
人

は
入
居
で

※ 

市
民
ひ
と
り

一
人
の
手
で

き
ま
せ
ん
。

山
施
設
内
処
遇
の
範
囲
を
坦
え

入
院
加
療
を
要
す
る
人
。

同
伝
染
性
疾
患
が
有
り
、
他
の

入
居
者
な
ど
に
伝
染
さ
せ
る

恐
れ
が
あ
る
人
。

同
精
神
障
害
が
有
り
、
他
の
入

居
者
な
ど
に
著
し
い
迷
惑
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
人
。

申
込
・
問
合
せ
先

箆
護
課

障
害
を
も
っ
人
へ
の

エ
チ
ケ
ッ
ト

自
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
②

マ
お
茶
や
食
事
の
と
き
は
、
最
初

並
べ

ら
れ
た
禽
話
な
ど
の
位
置

と
内
容
を
小
声
で
は

っ
き
り
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
物
の
位
置
は
、
時
計
の
針
の
位

置
で
言
う
と
分
り
や
す
い
。

マ
人
に
よ

っ
て
は
、
手
で
触
れ
て

確
認
す
る
お
手
伝
い
も
必
要
で

す
。

(

福
祉
課
)

心
配
ご
と
相
談
所

m月
1
日
か
ら
次
の
通
り
業
務

を
行
い
ま
す
。

日
時

毎
週
月
曜

・
水
曜
(
祝
日

は
除
く
)
午
前
9
時

i
午
後
3

主リ

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

障
害
者
の
た
め
の

街 iEE塁手井 圃 圃 圃 圃 圃圃圃園

? jFkt与Z・・・・・・・・・・・・・・・
く !t2252・・・・・・・・・・・・・・・ 10 
り ii:27;田・・図圃曙 題才
H i afi富田防署」盟璽周闘 を位

'F4司1.一学芸誌~:~;& 操力、l家 主 卜た 開 F亡くみ酒盛 三唱恐山村式二謀 議 湘組自候

Ht;i 誇議議邑検温暖~j つら
11 1勺弱震活調圃園面屯F fJ41134# り漁
i FfF空港議骨建，田明醤54・i手網場
い;ASFキ当思泊Era- 伊をに
1とてで ンムー♂h-BJ'Etf dd・-八丈ー

i iiffiLii著者iiE日ヲi7?if?ぐ、
lた 年 し ュいの寿た を這 時 楽年協入場位 つ 手 ね る出 /し;7.、
目 。の て 刺 の頃追かのなを 同 柄と か。 さ ば よ 航 'ヒd

i siA江口フ円Hii見守ii差i ⑧ 
』 刻 け 食 下 ベ H る持、対想、 えにれ そ舟さ 百 ま か ? μ~ 

i iu;:;;問中高ド112雪 i 
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同
中
央
公
民
館

4
8
④
|
3
1
6
1
 

ご
参
加
下
さ
い

各
種
講
座
を
開
催

り

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

電
話
で
中
央
公
民
館

へ
。
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
締

切
り
ま
す
。

おおむ

。
尺
八
入
門

期

間

山

月

7
日
1
ロ
月
9
日

毎
週
木
曜
午
後
7
時
1
9時

対
象
・
定
員

成
人
(
初
心
者
)

加
人

講

師

吉

田
哲
郎
先
生

※
尺
八
代
と
し
て
一
万
五
千
円
程

度
必
要
。

市政だより(7) 

期。
間色
10鉛
早筆
自画

月
3 
日

ロ
ー
カ
ル
線
か
ら

午
後
6
時
却
分
1

毎
週
金
曜

8
時
却
分

対
象
・
定
員

成

人

却

人

講
師

中
島
二
郎
先
生

。
家
庭
料
理

j
秋
・
冬
の
料
理
を
中
心
に
j

期

間

山

月
4
日
1
ロ
月
却
日

毎
月
第
1
・
3
月
曜

午
後
1

時
却
分
1
3時
却
分

対
象
・
定
員

成

人

初

人

講
師

柳
原
淳
先
生

。
面
作
り

j
古
く
か
‘
り
伝
わ
る
浮
立
面

を
作
り
ま
す
j

期
間

凶
月
5
日
i
ロ
月
幻
日

毎
週
火
曜
午
後
1
時
却
分
1

3
時
泊
分

対
象
・
定
員

成

人

却

人

講
師

末
、
永
大
二
先
生

中
地
区
公
民
館

宮
③
1
1
3
7
6

受
講
者
募
集

主
催
教
室
を
開
催

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

電
話
か
直
接
、
中
地

区
公
民
館
へ
。
定
員
に
な
り
ま

し
た
ら
締
切
り
ま
す
。

幹
線
ヘ

。
郷
土
史
教
室

j
大
村
の
文
化
財
j

期
間

日
月
ロ
日
1
ロ
月
比
日

毎
週
火
曜
午
前
叩
時

i
u時

対
象
・
定
員

成

人

加

入

講
師

久
田
松
和
則
先
生

月
2
回
木
曜

1
9時

対
象
・
定
員

成

人

犯

人

講
師

鎌
田
昌
子
先
生

日

午
後
7
時

。
料
理
教
室
C
コース

ー
秋
・
冬
の
料
理
を
中
心
に
j

期

間

同

月
幻
日

1
日
年
2
月
比

日

毎

月
第
3
・
4
木
曜
午

前
日
時
1
ロ
時

対
象
・
定
員

婦

人

初

人

講
師

柳
原
淳
先
生

'

¥に可

fh
A

一

-
k
-

時.‘一.，
/

-
鳴
が
，

-u
ソ

Jf
/

。

手

あ

み

教

室

バ

¥

グ

也

、

ー

J

F

a
，A，h

ソ
h
j

期

間

山

月
M
日
i
弱
年
2
月
打

j
fvt

勺

3
3
3
i
sapキ
dintntP3P33P3
3
3
3
3
3
3
3
nd

…へ劃
Z
E智

子
)
や
さ
し
く
で
き
る
ド
ラ
…

wF
r
u」
・

Z
E
一
4
匝
U
F

一
イ
フ
ラ
ワ
ー
(
ヤ
ス
ダ
ヨ
リ
コ
)
中

山
一

ご

ιuuu藤
工
芸
(
岡
千
鶴
)
手
編
み
一

2
・41he
一
』

E
O
-
-
r
'
J

/ーーート
I
l
l
-ト
1
1
1
1
¥
絵

本

レ

l
ス
編
み
全
集
フ
中

エ
ル
卜
手
芸
(
末
松
慶
子
)
山

一

図

書

の

紹

介

か
さ
り
緒
結
び
(
西
国
一
一
琳
弘
)
一

一

手
作
り
で
趣
味
の
小
物
を
作

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
(
笠
原
貞
男
)
中

山

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
し
い
刺
し
ゅ
う
(
中
山
富
美
比

一

図
書
の
本
が
、
お
手
伝
い

子
)
新
し
い
和
栽
(
織
田
三

一
し
ま
す
。

子

)

や

さ

し

い

子

供

服

(

森

中

一
た
の
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
(
尾
南
海
子
)
木
彫
教
室
(
木
村
一

一
上
雅
野
)
ぬ

い
ぐ
る
み
人

形

鉄

雄

)

鎌

倉

彫

(

算

委

一

的
(
和
田
絢
子
)
道
明
の
組
紐
郎
)
紙
粘
土
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
山

一
(
山
岡
一
晴
)
季
節
を
と
ど
(
大
久
保
奈
稚
子
)
/

レ
ザ
ー
一

一
め
る
押
し
花

ε

つ
く
り

(柳
川
昌

ク

ラ

フ

ト

ほ

か

多

数

一

?
3
3
3
3
3
3
3
1、
υ
3
3
3
3
3
3
i
3
3
3
3
i
b

。
木
版
画
年
賀
状
づ
く
り
教
室

期
間
山
月
日
日
1
ロ
月
6
日

毎
週
月
曜
(
好

・
抱
を
除
く
)

午
後
7
時
1
9時

対
象
・
定
員

成

人

加

入

講
師

木
版
画
グ
ル
ー
プ
玉
木
会

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

包
③
|
1
3
5
3

開
設
問
周
年
記
念

ホ
ー
ム
ま
つ
り

j
9月
白
日
出
;

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
利
用
し

て
い
る
若
者
が
、
日
頃
の
成
果
を

皆
さ
ん
に
被
露
し
ま
す
。

展
示
品

(
午
後
2
時
よ
り
)

生
花
、
。へン
習
字
、
書
道
、
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

実
技

(
午
後
6
時
泊
分
1
8時
却

分

)

き

も

の
着
付
、
茶
道
、

コ
ー
ラ
ス
、
ジ
ャ
、
、
ス
パ
ン
ド

た
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー

う
ど
ん
外

場
所

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
、
さ

く
ら
荘
(
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
)

教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
講
座

受

講

生

募

集

日
月
1
日
年
3
月

週

1

午
後
6
時
却
分
1
8時
却

期
間回一分

科
目
O
料
理
A
(月
曜
)
O
生
花

A
、
き
も
の
着
付
(
火
曜
)

O
書
道
ペ
ン
、
卓
球
、
コ

ー
ラ
ス

(
水
曜
)

O
茶
道
、
料
理
B

(
木
曜
)
O
フ
ラ
ワ
ー
ヂ
ザ
イ

ン
、
生
花
B
(金
曜
)

対
象

市
内
に
居
住
文
は
、
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
却
才
未
満

の
勤
労
青
少
年

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
期
限

9
月
初
日
同
定
員

に
な
り
ま
し
た
ら
締
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

第
げ
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時

日

月
日
日
出

1
げ
日
岡

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

申
込
期
限
叩
月
5
日
例

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

※
申
込
書
な
ど
は
、
登
録
少
年
団

へ
直
送
し
ま
す
。

合
気
道
会
員
募
集

対
象

一
般
男
女

・
少
年
男
女

練
習
日
月
・

水
・
金
曜

午
後
6
時
1
8
時

場
所

武
道
館

一
階

会
費

一
般
H
二
千
円
、
少
年

1

千
円

申
込
先

宮
⑤

0
2
7
3
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市

職

員

募

集

大
学
卒
業
程
度

O
職
種

行
政
、
土
木

O
受
験
資
格

い
ず
れ
も
性
別
は

問
わ
な
い
が
、
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
し
昭
和
泊
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
お
年
4
月

1
H

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

高
校
率
業
程
度

。
職
種

一
般
事
務
A
(女
子
)

一
般
事
務

B
(男
子

)

土

木

(
性
別
は
問
わ
な
い
)

O
受
験
資
格

高
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
し
昭
和
弱
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和

ω年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

採
用
条
件

い
ず
れ
も
大
村
市
内

居
住
者
ま
た
は
採
用
後
市
内
に

居
住
で
き
る
人
。

採
用
予
定
人
員

若
干
名

受
付
期
間

9
月
日
日
同

1
m月

昭和57年 9月15日
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!:111111111111111111111111!lllllllllllllllllllllllilllllIII!IIIIIIIIIII 

8
日
倒

第
一
次
試
験
日
月
7
日
制

応
募
手
続

所
定
の
申
込
用
紙

(人
事
課
に
あ
り
ま
す
)
に
e

記

入
し
て
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先

人
事
課

自
衛
官
・
学
生

募

集

二

般
幹
部
候
補
生

(男
女
)〕

資
格

大
卒
(
見
込
)
で
お
才
宋

満
受

付

叩

月
1
日
樹

1
叩
月
初
日

封
試
験
日

(
一
次
)

日
月
9
日
凶

i
m
日
附

試
験
場

大
村
駐
屯
地

〔婦
人
〕

資
格

凶
才
以
上
お
才
未
満

受
付

9
月
却
日
刊

i
m月
日
日

対
試

験

日

刊

月
初
日
同

試
験
場

大
村
駐
屯
地

〔看
護
学
生

(婦
人
)〕

資
格

高
卒
(
見
込
)
で
辺
才
未

満
受

付

叩

月
1
日
幽

1
1
月
6
日

封
試
験
日

(
一
次
)
日
月
日
日
刊

試
験
場

大
村
駐
屯
地

問
合
せ
先

自
衛
隊
大
村
募
集
事

寒村 Ffぎ;喜一ご協力ください 量第
傘 9 ;t鯉を仁 τ E 

(望台?をziそ大上戸川をきれいにI， 
社福凶まよ力しよ 圃 6
会祉 すうでたう錦 す美 心 りの を 市 ど 沿 ~ 2 
教セ午 o 錦 一。や鯉るしが 、 自 流 内 もじ大市 1
育 ン 後 鯉匹 く のたい な市然れの会の上民 7
課タ 2 の で 目 放め川ご民をる 中 で各戸謀)
~ l 時 ごも 立流、とむ の守 川央 は子 )11 ~ 

吟

道

大

心

E

大
村
岳
精
会
で
は
、
創
立

7
周

年
、
市
制
施
行
却
周
年
、
天
正
遣

欧
少
年
使
節
制
年
を
記
念
し
吟
道

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

9
月
泊
日
同
午
前
9
時

泊
分

1
午
後
5
時

場
所

市
民
会
館

内
容

吟
詠
、
剣
舞
、

詩
舞

(
社
会
教
育
課
)

唱花
ま
つ
リ
プ
レ
ゼ
ン
ト
車
、
電
報
電
話
局
よ
り

E
E
S

一
当

選

者

決

定

一お

願

い

当

選

者

辻

政
太
郎
(
西
乾
馬
場
。
大
村
地
区
第
三
次
町
名
町
界
整

町
)
井
沢
昭
司
(
木
場

一
丁
理
に
よ
り
、
町
名
、
番
地
が
変
更

目
)
辻
田
千
鶴
子
(
下
久
原
に
な
ら
れ
た
人
は
、
住
所
変
更
届

町
)
池
田
ト
モ
子
(
西
三
城
を
提
出
(
電
話
で
も
可
宮
③

1
4

町
)
松
本
正
美
、
松
瀬
美
佐

2
1
1
)
し
て
下
さ
い
。

子
、
太
田
鶴
子
(
以
上
、
佐
世
@
電
話
新
設
、
移
転
、
料
金
等
の

保
市
)
岩
永
久
美
子
(
諌
早
問
い
合
せ
番
号
が

9
月
1
日
よ
り

市
)
橋
本
年
子
(
長
崎
市
)
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

(
商
工
観
光
課
)

新

番

号

宮

③

|
0
0
0
0

一 大村子ども劇場

マジ、ソク・ミュージカル

マジ、ツク IIJ
日
時

9
月

お
日
同

午
後
2
時

場
所

市
民

会
館

問
合
せ
先

大
村
子
ど

も
劇
場

(
宮
命

γ

7
0
6
3
)
 

(
社
会
教

育
課
)

「ザ・

vv
ご
寄
付
1
.

ご
好
億
一あ川
一一が
完
つ
一c
J…少
ほ
い川一ル
ー法
一昨

，...-、土石、-""車

香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
北
川
裕
継
(
大
川
田
町
・
亡

母
ウ
メ
)
八
万
円

マ
松
永
ミ
ツ
子

(
古
賀
島
町

・

亡
夫
初
男
)

三
万
円

マ
松
本
菊
雄
(
田
下
郷

・
亡
妻

タ
ヨ
)
三
万
円

マ
北
川
賀
守
(
諏
訪
二
丁
目

・

亡
母
サ
ワ
)
五
万
円

マ
池
田
卯

一

(
大
里
郷

・
亡
父

百
松
)
七
万
円

マ
小
川
肇

(
三
城
町

・
亡
父
操
)

十
万
円

マ
藤
田
セ
ン
(
水
計
町

・
亡
夫

達
雄
)
五
万
円

一
般
寄
付

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
大
村
遊
魚
組
合
(
組
合
長
笹

田
藤
吉
)
慈
恵
荘
へ

キ
ス

6

σ白
'レ
A

マ
出
口
ウ

タ

(
小
路
口
町
)
慈

恵
荘
へ
き
ゅ
う
り
凶
均

マ
大
村
美
容
組
合
(
組
合
長
坂

本
圧
三
外
お
人
)
慈
青
年
壮

へ

理
髪
奉
任

マ
為
永
造
花
庖
(
片
町
)
慈
恵

荘
へ
精
霊
船

一
隻

マ
藤
間
寛
己
満
社
中
(
沖
田
郷
)

慈
恵
荘

へ
タ
オ
ル
印
本
、
石

け
ん
臼
個
と
舞
踊
慰
問

清
和
国
へ

hv大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
代

表
西
村
弥
代
外
却
人
)
窓
拭

奉
仕
、
ゲ
ー
ム
遊
び
外

マ
藤
穂
会
(
代
表
藤
間
三
津
穂

外
白
人
)
舞
踊

マ
匿
名
(
竹
松
本
町
)
雑
布
加

'什人
4

a々
v出
口
定

(
小
路
口
町
)

ナ
ス

に
d
σ
b

1
よ
し
un

:害 義幸 9 お
:ま りん 月わ
!す では 1 び

。す 、日と
。亡 号 訂

お夫 、正
わ津 亡
び登夫
し美 津
てさ登
訂 ん美
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